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１．岡山リビングラボの背景と目的

【背景】
ヘルスケア分野を含む地域住民等の生活課題を解決する新たなサービス・商
品については、国・自治体が事業化を支援

 しかし、事業者側において事業アイデアそのものが出にくい、あるいは事業アイ
デアがあっても事業化につながりにくいという課題が存在

一方、利用者側においても、サービス・商品の利活用に向けた行動変容が起
こりにくいという課題が存在

新たなサービス・商品を創出するには、利用者を含む多様な関係者が参加す
るオープン・イノベーションの仕組みが必要との認識

【目的】
岡山リビングラボは、地域においてオープン・イノベーション・プラットフォームの機能
を果たすことにより、革新的なサービス・商品の創出支援を通じて地域住民や企
業従業員の方々の健康や生活全般に関わる課題を解決



２．岡山リビングラボのポイント

研究・教育の一環、およびSDGsの達成に向けた取り組みの一
貫として、岡山大学が主体的に実施することで継続性を担保

大学の取り組みとしては、全国
的にも極めて少数。リビングラボの
取り組みは中国地域初

ヘルスケア／生活関連分野のイノベーションを実現する「多様性」
と異分野を融合させる「コーディネイト機能」を保有

特にヘルスケア分野に強み

「大手企業の新規事業分野での事業創出、既存サービス・商
品の高付加価値化」、「地域社会、医療現場、患者等の課題
解決」、「大学の研究シーズの社会実装」につながる３種類の
ワークショップを実施

事業創出に向け、「起業人材育成」、「事業アイデア創出」、「メ
ンターによる事業化支援」という３段階の取り組みを、学内外の
組織と連携することで実施

大企業との連携によるワーク
ショップは、その後の事業化に際
しての大手企業との連携を想定
した「コーポレート・アクセラレー
ター」的取り組みを実施

地域におけるオープン・イノベー
ション・プラットフォーム／エコシス
テムを構築

岡山県外のオープン・イノベーション関連組織、自治体等との広
域連携を実現、連携範囲を拡大中

岡山リビングラボ事業の他地域
展開、広域地域からの岡山リビ
ングラボへの参加、他地域でのビ
ジネスコンテストへの参加等



３．岡山リビングラボの基本的スキーム

①起業人材育成（講
座）、②事業アイデア創
出（ワークショップ）、
③メンターによる事業化

支援を実施
企業・団体

（スタートアップ、医療法
人、金融機関等含む）

国・自治体

地域住民
（起業予備軍、高齢者、
障がい者およびその家族

含む）

◆ ワークショップにおける個々
人の生活課題提示

◆ ラボ運営（主催）
◆研究シーズ提供
◆学生参加
◆ ワークショップのファシリテーション実施
◆サービス等のエビデンス検証

◆ インターン派遣（ワークショップ経由）

◆ ラボの運営支援
◆地域の生活課題とりまと
め・提示

◆ ワークショップ等集客協力
◆創出された事業に対する
実証フィールド・予算提供

◆ ワークショップにおける企業の事業課題、
シーズ・ニーズ等の提示

◆創出された事業に対する実証フィール
ド・予算提供NPO等

◆ ラボの運営支援
◆地域の生活課題とりまと
め・提示

◆ ワークショップ等集客協力

岡山リビングラボ（オープンイノベーション・プラットフォーム）

岡山大学

➢ サービス・商品の利用者である地域住民をはじめとする様々な主体が集まって、健康・生活
課題の解決につながる事業スキームを検討（異分野の新結合によるイノベーションの実現）

➢ 岡山リビングラボはオープンイノベーション・プラットフォームとしての場・機能を提供



➢ 2019年度から実施している「オープンイノベーションプログラム（O2IP）」の取り組みをベー
スに、2020年度以降は地域における新事業創出を目的として、「起業人材育成」、「事
業アイデア創出」、「メンターによる事業化支援」という３段階の取り組みを、学内外の組織
と連携することで実施

➢ メンターによる事業化支援は、大手企業からの委託の下でコーポレートアクセラレーターを実
施している民間企業等との連携の下で実施しているが、将来的にはコーポレートアクセラ
レーターの考え方に基づき、事業アイデアを円滑に事業化するための支援体制（大手企
業からの資金・人材支援をベースとした支援体制）を構築・提供

ヘルスケア／
生活関連分野
における

新事業創出

岡山リビングラボのオープンイノベーション・エコシステム（パッケージ提供）

４．岡山リビングラボの取り組み内容

【起業人材育成】 【事業アイデア創出】 【事業化支援】

アントレプレナーシップ
を学ぶ実践プログラム
（2020/6～）

ヘルスケア
事業化セミナー
（2020/10～）

インターンシップ・
マッチングディ

（2021/1～）

オープンイノベーション
プログラム（大手企業
参加型ワークショップ、
2019/10～）

リビングニーズマッチング
（地域課題解決型
ワークショップ、
2019/12～）

メンタリングディ（学
内外の有識者等によ
る事業化支援イベン
ト、2020/12～）

大手企業の
支援に基づく

継続的メンタリング
（2020年度～）

実施中（一部実施予定）

実施中

地域課題解決、
地域活性化、
SDGｓ実現

実施中（一部実施予定）

シーズマッチングプログラ
ム（2021/1～）



➢ 2019年度に本学で実施したアントレプレナー教育プログラム（SiEED）におけるカリキュラ
ムをベースに、学生のみならず社会人をも対象とするアントレプレナー教育プログラム(「アン
トレプレナーシップを学ぶ」実践的プログラム)を、外部の有識者（起業支援者、弁護士
等）との連携体制の下で2020年6月から毎月１回のペースでオンライン形式で開催（全
７回、各回の定員100名）

➢ 2021年度以降は規模を拡大して実施予定

５．起業人材育成の取り組み内容と実績①



開催回 開催日時 プログラムテーマ 講師（敬称略）
参加者数
※申込ベース
（定員）

本学学生参加
者数（参加者
総数に占める
割合）

第１回 2020年6月28日

未来はあなたの中にある ～驚
異的な技術進化とCOVID-19
をはじめとする劇的なパラダイムシ
フトが意味するもの～

山下計画株式会
社 代表取締役
山下哲也

51名
（定員100

名）

30名
（58.8％）

第２回 2019年7月26日 あなたの視点を拡げるアートの力 同上
41名

（同上）
14名

（34.1％）

第３回 2019年8月29日
失敗と成功 ～失敗こそ、最も学
びが多いもの～

同上
24名

（同上）
7名

（29.1％）

第４回 2020年9月26日
ビジョンとは何か ～革新と創造
に欠かせない理想像とは～

同上
23名

（同上）
8名

（34.7％）

第５回 2020年10月17日
202X年代の未来の創り方 ～
全てを疑い、全てを信じよう～

同上
46名

（同上）
22名

（47.8％）

第６回 2020年12月7日
起業は怖くない！ ～失敗した
時のリスクを正しく理解する～

岡山ひかり法律事
務所 弁護士 森
智幸、奥野哲也

44名
（定員：オンラ
イン70名／オフ
ライン30名）

29名
（65.9％）

第７回
未定
（R２年度中）

シリアルアントレプレナーに学ぶエ
フェクチュエーション（仮）

神戸大学 経営
学研究科 客員
教授 佐藤正和

ー ー

５．起業人材育成の取り組み内容と実績②



➢ 国・自治体等が成長分野として注力して
いるものの、事業化が困難なヘルスケア分
野に特化した事業化セミナーを、本学教
員と外部の有識者との連携体制の下でオ
ンライン形式で開催

➢ ヘルスケア分野の市場動向把握、事業ア
イデア創出、事業計画策定、マーケティン
グ、出口戦略立案までを一貫して講義

➢ 前頁の「『アントレプレナーシップを学ぶ』実
践的プログラム」の上級編的位置づけ

➢ 2020年10月から毎月１回、全６回の
シリーズとして設定。セミナー参加申込者
は全６回シリーズを通しで受講

➢ 受講対象者はヘルスケア分野での起業を
検討している人、企業の新規事業担当
者等

➢ 今年度の受講者は69名（うち本学学生
は21名）。

➢ 2021年度以降は規模を拡大して実施
予定（毎月１回、年12回開催）

５．起業人材育成の取り組み内容と実績③



➢ 地域のスタートアップ支援組織（おかやまスタートアップ支援拠点運営委員会）と連携した
「岡山リビングラボ・オープン・イノベーション・プログラム（O2IP）」は2019年10月以降、毎
月１回のペースでヘルスケア関連分野の大手企業を招聘して実施中（事業化に向けた相
談案件が複数組成）

➢ 地域社会、医療現場、患者等の課題解決をテーマとした「リビングニーズマッチング（地域課
題等解決型ワークショップ）」も実施

➢ 新型コロナ感染拡大防止の観点から、2020年5月以降はオンライン形式で開催

６．事業アイデア創出の取り組み内容と実績①

O2IP（2019/10～） リビングニーズマッチング（2019/12～）

『岡山リビングラボ』
オープンイノベーションプログラム（O₂IP）

「災害時の生活支援サービス」第1回

主催 岡山大学大学院ヘルスシステム統合科学研究科

共催 帝人株式会社、おかやま・スタートアップ支援拠点運営委員会

後援 経済産業省中国経済産業局、一般社団法人中国経済連合会

学生や研究者、地域の方、企業関係者などさまざまなバッ
クグラウンドを持つ参加者がヘルスケア／生活関連分野の

テーマについてワークショップ形式で討議し、それぞれが
持つ多種多様なアイデアやシーズを組み合わせ、イノベー

ティブなサービス・商品のプランを全員で創出することを
目指します。優れた事業アイデア／プランについては、今

後、企業との協業を通じて事業化を図ります。

災害時には、要介護者や在宅療養患者、子ども、外国人等の社会的弱者にまで配慮された医療・介護・
生活支援の各サービスが望まれます。今回は在宅酸素療法を必要とする患者への災害支援実績のある帝

人(株)の協力を得て、同社の事例をベースに、プログラム参加者が持つ様々なアイデアやシーズを組合
わせることで、イノベーティブなサービスや商品の創出を目指します。優れたアイデアについては、今

後、帝人との協業を通じて事業化を図ります。

日 時

場 所

参加費

2019年10月15日（火）午後１時30分～５時（午後１時開場）

Wonder Wall（ 岡山市北区駅前町1－8－18 ICOTNICOT２階）

無料

定 員 50名、先着順

参加者

アイデア
テーマ

企業

事 業 化

プログラムの内容

第１回の検討テーマについて

対 象 岡山大学関係者（教職員・学生）、自治体関係者、中国地域企業、起業を考えている人、一
般地域住民ほか、災害時の医療・介護や生活支援に関心のある方であれば、法人・個人を問

わずどなたでも参加可能です。

【プログラムにおける知的財産権の扱い及び事業化時の契約について】

今回のプログラムにおける事業アイデア（知的財産権）については、参加者全

員に帰属します。ただし、今後の事業化に際しては、関係者間で必要な契約等

を締結することを想定しています。

[ お問合せ先]
岡山大学大学院ヘルスシステム統合科学研究科 特任准教授 志水
TEL/FAX：086－251－8612   E-mail：shimizu.takeshi@Okayama-u.ac.jp

お申込み先

下記ウェブフォーム（QRコード）よりお申込みください。
https://forms.gle/bH6qjkhFKvSQ18KLA

※駐車場がありませんので、公共交通機関をご利用ください。

主催：岡山大学大学院ヘルスシステム統合科学研究科
共催：ロート製薬株式会社、おかやま・スタートアップ支援拠点運営委員会
後援：経済産業省中国経済産業局、一般社団法人中国経済連合会

「女性の美と健康、運動の習慣化
に向けたスポーツビジネス」

テーマ

地域内外の企業、自治体や大学の関係者、地域住民など多様な参加

者がヘルスケア／生活関連分野のテーマについて自由に討議し、革

新的なサービス・商品のアイデア等を創出することを目指します。

特に今回のプログラムでは、スポーツビジネス分野の有識者である

（株）ルネサンス 専務取締役健康ソリューション本部長髙﨑尚樹

様をゲストスピーカーとしてお招きします。

スポーツビジネスは2020年の東京オリンピックに向けて関心が高まっている分野です。しかし、スポーツ・運動

を習慣的に行っている人の割合はまだまだ低い状況です。こうした中、女性を対象に「美と健康」をうたうこと

で、運動を習慣化することのできるスポーツビジネスのアイデアが求められています。

共催企業のロート製薬では女性をターゲットとしたスポーツ分野に注目し、化粧品、食品、サプリを開発・販売

をしています。今回のプログラムにおいて創出される事業アイデアのうち、優れたものについては、今後も引き

続き、ロート製薬が新規事業創出の出資を含む様々な形でサポートをしていきます。

日 時 2019年11月14日（木）午後1時30分～６時（午後1時開場）

参加費 無料

定 員 50名、先着順

プログラム内容

テーマについて

対 象 岡山大学関係者（教職員・学生）、自治体関係者、中国地域企業、起業を考えている人、
一般地域住民ほか、今回のテーマに関心のある方であれば、岡山県内／県外、法人／個人

を問わずどなたでも参加可能です。

[ お問合せ先]
国立大学法人岡山大学大学院ヘルスシステム統合科学研究科 特任准教授 志水
TEL/FAX：086－251-8612   E-mail：shimizu.takeshi@Okayama-u.ac.jp

お申込み先 右記ウェブフォーム（QRコード）よりお申込みください。
https://forms.gle/bH6qjkhFKvSQ18KLA

場 所 Wonder Wall（岡山市北区駅前町1－8－18 ICOTNICOT２階）
※駐車場がありませんので、公共交通機関をご利用ください。

岡山リビングラボ
オープンイノベーションプログラム

（O₂IP）

参加者

アイデア
テーマ

企業

事 業 化

大学

サポート

企業

サポート

プラン

※プログラムにおける知的財産権の扱い及び事業化時の契約について

今回のプログラムにおける事業アイデア（知的財産権）については、参加者全員

に帰属します。ただし、今後の事業化に際しては、関係者間で必要な契約等を締

結することを想定しています。

『岡山リビングラボ』
オープンイノベーションプログラム（O₂IP）

「食育普及に向けたサービス」第３回

主催 岡山大学大学院ヘルスシステム統合科学研究科

共催 大塚製薬株式会社、おかやま・スタートアップ支援拠点運営委員会

後援 経済産業省中国経済産業局、一般社団法人中国経済連合会

地域内外の企業、自治体や大学の関係者、地域住民など多
様な参加者がヘルスケア／生活関連分野のテーマについて

自由に討議し、革新的なサービス・商品のアイデア等を創
出することを目指します。

健康寿命延伸のためには、正しい食生活習慣の確立に向けた「食育」が必要です。こうした食育は子ど
もに限らず、現役世代層や高齢者にとっても必要です。しかし、現状、家庭や学校、職場、地域におい

ては、食育の必要性を感じてはいるものの、健康的な食生活に向けた情報収集や実践は不十分な状況で
す。今回は栄養補助食品等の開発販売を行っている大塚製薬(株)の協力を得て、同社の商品や取り組み

事例をベースに、プログラム参加者が持つ様々なアイデアやシーズを組合わせることで、イノベーティ
ブなサービスや商品の創出を目指します。

日 時

場 所

参加費

2019年12月10日（火）午後５時～８時30分（午後４時30分時開場）

Wonder Wall（ 岡山市北区駅前町1－8－18 ICOTNICOT２階）

無料

定 員 50名、先着順

プログラムの内容

第三回のテーマについて

対 象 岡山大学関係者（教職員・学生）、自治体関係者、中国地域企業、起業を考えている人、一
般地域住民ほか、災害時の医療・介護や生活支援に関心のある方であれば、法人・個人を問

わずどなたでも参加可能です。

【プログラムにおける知的財産権の扱い及び事業化時の契約について】

今回のプログラムにおける事業アイデア（知的財産権）については、参加者全

員に帰属します。ただし、今後の事業化に際しては、関係者間で必要な契約等

を締結することを想定しています。

[ お問合せ先]
岡山大学大学院ヘルスシステム統合科学研究科 特任准教授 志水
TEL/FAX：086－251－8612   E-mail：shimizu.takeshi@Okayama-u.ac.jp

お申込み先

下記ウェブフォーム（QRコード）よりお申込みください。
https://forms.gle/bH6qjkhFKvSQ18KLA

参加者

アイデ
ア テーマ

企業

事 業 化

※駐車場がありませんので、公共交通機関をご利用ください。
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オープンイノベーションプログラム（O₂IP）

「ウェルビーイングを実現する
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【プログラムにおける知的財産権の扱い及び事業化時の契約について】

今回のプログラムにおける事業アイデア（知的財産権）については、参加者全

員に帰属します。ただし、今後の事業化に際しては、関係者間で必要な契約等

を締結することを想定しています。

[ お問合せ先]
岡山大学大学院ヘルスシステム統合科学研究科 特任准教授 志水
TEL/FAX：086－251－8612   E-mail：shimizu.takeshi@Okayama-u.ac.jp

お申込み先

下記ウェブフォーム（QRコード）よりお申込みください。
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開催回 開催日時 検討テーマ 共催企業
参加者数
※申込ベース
（定員）

本学学生参加者
数（参加者総数
に占める割合）

第１回 2019年10月15日 災害時における生活支援サービス 帝人（株）
32名

（定員50名）
12名

（37.5％）

第２回 2019年11月14日
女性の美と健康、運動の習慣化に向けたスポー
ツビジネス

ロート製薬（株）
32名

（同上）
16名

（50.0％）

第３回 2019年12月10日 食育普及に向けたサービス 大塚製薬（株）
70名

（同上）
37名

（52.8％）

第４回 2020年1月30日
ウェルビーイングを実現するワークプレイス関連
サービス

（株）イトーキ、福武
財団

59名
（定員60名）

28名
（47.5％）

第５回 2020年2月21日
AIoTクラウドを利活用した生活／ヘルスケア関
連サービス

シャープ（株）
19名

（同上）
10名

（52.6％）

(第6回)
コロナ感染拡大によ
り延期

ヘルスケア関連デバイスを利活用したコラボサービ
ス

オムロン・ヘルスケア
（株）

ー ー

特別回 2020年5月16日
新型コロナの感染拡大に伴う課題の解決に向け
たアイデアソン

なし
93名

（定員100名：オ
ンラインのみ）

53名
（56.9％）

特別回 2020年6月15日 スポーツを活用したまちづくり・地方創生 なし
55名

（同上）
38名

（69.0％）

第６回 2020年9月29日 ヘルスケア・ビッグデータを活用したサービス （株）JMDC
31名

（同上）
25名

（80.6％）

第７回 2020年10月21日
カラオケ・音楽による健康づくり（自治体向け
サービス）

（株）第一興商
36名

（同上）
27名

（75.0％）

第８回 2020年11月5日
将来住み替えを検討しているシニア層にとって魅
力ある住環境サービス

積水ハウス（株）
34名

（同上）
21名

（61.7％）

第９回 2020年11月20日
ヘルスリテラシーの向上につながる健康教育サー
ビス

（株）ベネッセコーポ
レーション

36名
（定員：オンライン
70名／オフライン
30名）

20名
（55.5％）

６．事業アイデア創出の取り組み内容と実績②



➢ ヘルスケア／生活関連サービス分野での新
規事業創出を図るため、事業アイデアや事
業計画をブラッシュアップする「ヘルスケアビジ
ネス・メンタリングデイ」を、本学教員と外部の
有識者との連携体制の下でオンライン形式
で開催

➢ 対象者はヘルスケア／生活関連サービス分
野での起業を検討している学生や社会人、
事業会社における新規事業開発の担当者
等を想定組

➢ メンタリング参加グループメンバー（１～５
名）に対しメンター３名が個別に事業化支
援（１回あたり20分×３名分で合計60分
の事業化支援を受けることが可能、２時間
で最大６グループのメンタリングを実施）を
実施

➢ 2021年度以降は規模を拡大して実施予
定

７．メンターによる事業化支援の取り組み内容と実績



８．岡山リビングラボの成果と課題

成果

全体
 ボトルネックになっている事業アイデア創出～事業計画策定フェーズにおけるソリューションを

提供
 事業化に際して重要な役割を果たす大企業とスタートアップが結びつく場を構築

大手企業と
の連携

 エコシステムにおいて存在意義が大きい大手企業のコミットメントを実現（テーマの提示と優
れた事業アイデアに対するフォロー）

事業化支
援

 ワークショップを通じて創出された事業アイデアや事業計画を、大手企業と大学がフォローす
る体制を構築

 大学の知見を活用し、専門的知見が必要な分野におけるメンターによる支援を実施

人材育成  大学生・院生を中心に起業人材育成のきっかけを構築

知財の扱い  オープン・イノベーションにおける知財の扱いを整理・統一

課題等

大手企業と
の関係

 資金やマンパワー、販路を持つ大手企業は地域のスタートアップとの連携に前向き
 大手企業が魅力を感じる事業アイデアを創出し、事業プランを構築することが必要だが、現

状、大手企業が支援したいと考えるような質の高い事業アイデアは創出されていない（創出
された事業アイデアのフォロー、ブラッシュアップが不可欠）。

ワークショッ
プの内容・
回数等

 アイデアソン／ワークショップにおける検討テーマ設定とファシリテーションには、大企業との綿密
な意見のすり合わせ等、コンサル的能力が必要

 成果を出すには、継続してアイデアソン／ワークショップを実施することが必要

大学の役
割

 実施主体として大学は適当（アイデアソン／ワークショップの継続性、研究シーズに基づく事
業アイデア創出、起業人材育成への好影響等）

 メンタリング機能の一部は大学が担うことも可能だが、量的に不足（アイデアソン／ワーク
ショップを共催する大手企業によるメンタリングに期待）

地元企業と
の関係

 地元中小企業の岡山リビングラボに対する関心、参加は低調（中小企業に訴求する価値
の創造、メリットの提示が必要）


